













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































開催日 名　称 開催地 参加者数 主催者
1980/12/ 4 構成劇　被爆者援護法の制定を求める目黒区民法廷※1 目黒区
1981/ 6 「被爆者援護法制定と核兵器廃絶を求める国民法廷（神奈川法廷）」 神奈川
1981/ 7 /11「原爆の非人道性と国の戦争責任を問い、被爆体験を語り継ぎ、核兵器のない世界をつくろう」国民法廷 新宿区 日本被団協
1981/ 7 /25 構成劇　被爆者援護法制定シナリオ発表会国民法廷 広島市 劇団 8時 15 分
1981/ 8 / 8 原爆の非人道性と国の戦争責任を裁く国民法廷 長崎 約270人 被災協・被団協主催
1981/ 8 /15 湘南国民法廷 藤沢 約300人 湘南青空会議、白藤会（原爆被災者の会藤沢支部）
1981/ 8 /30 原爆を裁く“国民法廷” 小田原市 約400人 私立旭丘高校教員組合、神奈川県被災者の会
1981/ 9 / 6 構成劇「被爆者援護法の制定を要求する国民法廷」 徳山市 山口県原爆被爆者福祉会館「ゆだ苑」
1981/ 9 /22 埼玉法廷
1981/10/24『被爆者援護法』制定要求『国民法廷』 名古屋市 約500人 10・24 国民法廷愛知県実行委員会
1981/10/30 構成劇「長崎国民法廷」“原爆の非人道性と国の戦争責任を裁く” 長崎 約400人 原水爆禁止一九八一年世界大会長崎準備委員会
1981/11/ 1 被爆者援護法・核兵器完全禁止を求める金沢大学「国民法廷」〔金沢大学学園祭において〕 金沢市・金沢大学 約120人 金沢大学法学部模擬裁判、協力、石川県原爆被災者友の会
1981/11/ 8 構成劇　被爆者援護法の制定を要求する国民法廷 長門市 約550人 山口県原爆被爆者福祉会館「ゆだ苑」





1981/11/29「原爆の非人道性と国の戦争責任を裁く国民法廷」一橋法廷 東京・一橋大学 12人＋α 一橋大学　一橋法廷実行委員会
1981/12/ 2 原爆を裁く国民法廷（福岡法廷） 福岡市 約600人 原爆を裁く国民法廷（福岡法廷）実行委員会
1981/12/ 5 被爆者救援　武蔵野三鷹市民法廷 武蔵野市、三鷹市 約200人 被爆者援護法の制定を要求する国民法廷実行委員会
1981/12/11 戦争責任と被爆者援護法を考える構成劇国民法廷 広島市 250人 劇団 8時 15 分
1982/ 3 / 7 「被爆者完全援護法制定・核兵器完全禁止を要求する国民法廷」 徳山市 約250人 山口県原爆被爆者福祉会館「ゆだ苑」
1982/ 3 /10 大学生協連『国民小法廷』〔大学生協連「組織研究セミナー」において〕 愛知 約800人 大学生協連組織研修セミナー
1982/ 3 /12 原爆と戦争を裁く青年法廷 東京 約800人 日青協
1982/ 3 /31 女性だけの“国民法廷” 神奈川県 「入場者はもう一つ多くなかった」※2 県下の消費者団体、被爆者団体等
1982/ 4 /20 ノーモア・ヒバクシャ　被爆者援護法制定を要求する国民法廷 神戸市 約250人 兵庫県原爆被害者連絡協議会、青年法律家協会弁護士学者合同部会神戸支部、国民法廷実行委員会
1982/ 5 / 1 核兵器禁止国民法廷 前橋市 約300人 「核兵器禁止国民法廷」群馬県実行委員会
1982/ 5 / 3 82 年憲法集会　核兵器を裁く国民法廷（山梨） 山梨 約90人 山梨原爆被害者の会（甲友会）、憲法会議・平和委員会、科学者会議
1982/ 5 / 4 構成劇　戦争と原爆を裁く「北海道法廷」―核兵器の廃絶と被爆者援護法の制定のために― 北海道 約350人
戦争と原爆を裁く「北海道法廷」実行委員会、北海道原
爆被害者団体協議会
1982/ 5 /20 構成劇　あなたならどう裁くか　原爆と戦争を裁く国民法廷（新潟法廷） 新潟市 約400人 新潟県原爆被害者の会（新友会）、司法の独立を守る新潟県連絡協議会
1982/ 5 /20 構成劇「原爆と戦争責任を裁く県民法廷」 盛岡市 約500人 「原爆と戦争責任を裁く県民法廷」推進委員会
1982/ 5 /22 福岡教育大学生協「小法廷」 福岡教育大学 約30人 福教大生協
1982/ 5 /23 原爆と戦争を裁く国民小法廷―被爆者援護法の制定と核兵器廃絶を求めて― 東京
1982/ 5 /23「ヒロシマ・ナガサキの実相を県民に訴える集会」 秋田市 37人 秋田県原爆被害者団体協議会
1982/ 5 /26「原爆と戦争を裁く国民法廷」 宮城県 1,000人規模「原爆と戦争を裁く国民法廷」宮城県実行委員会
1982/ 5 /26 被爆者援護法の制定と核兵器の廃絶を求めて　原爆と戦争を裁く仙台法廷 仙台 約400人 「原爆と戦争を裁く国民法廷」宮城県実行委員会
― 64 ―
表一　全国で開催された国民法廷
開催日 名　称 開催地 参加者数 主催者
1980/12/ 4 構成劇　被爆者援護法の制定を求める目黒区民法廷※1 目黒区
1981/ 6 「被爆者援護法制定と核兵器廃絶を求める国民法廷（神奈川法廷）」 神奈川
1981/ 7 /11「原爆の非人道性と国の戦争責任を問い、被爆体験を語り継ぎ、核兵器のない世界をつくろう」国民法廷 新宿区 日本被団協
1981/ 7 /25 構成劇　被爆者援護法制定シナリオ発表会国民法廷 広島市 劇団 8時 15 分
1981/ 8 / 8 原爆の非人道性と国の戦争責任を裁く国民法廷 長崎 約270人 被災協・被団協主催
1981/ 8 /15 湘南国民法廷 藤沢 約300人 湘南青空会議、白藤会（原爆被災者の会藤沢支部）
1981/ 8 /30 原爆を裁く“国民法廷” 小田原市 約400人 私立旭丘高校教員組合、神奈川県被災者の会
1981/ 9 / 6 構成劇「被爆者援護法の制定を要求する国民法廷」 徳山市 山口県原爆被爆者福祉会館「ゆだ苑」
1981/ 9 /22 埼玉法廷
1981/10/24『被爆者援護法』制定要求『国民法廷』 名古屋市 約500人 10・24 国民法廷愛知県実行委員会
1981/10/30 構成劇「長崎国民法廷」“原爆の非人道性と国の戦争責任を裁く” 長崎 約400人 原水爆禁止一九八一年世界大会長崎準備委員会
1981/11/ 1 被爆者援護法・核兵器完全禁止を求める金沢大学「国民法廷」〔金沢大学学園祭において〕 金沢市・金沢大学 約120人 金沢大学法学部模擬裁判、協力、石川県原爆被災者友の会
1981/11/ 8 構成劇　被爆者援護法の制定を要求する国民法廷 長門市 約550人 山口県原爆被爆者福祉会館「ゆだ苑」





1981/11/29「原爆の非人道性と国の戦争責任を裁く国民法廷」一橋法廷 東京・一橋大学 12人＋α 一橋大学　一橋法廷実行委員会
1981/12/ 2 原爆を裁く国民法廷（福岡法廷） 福岡市 約600人 原爆を裁く国民法廷（福岡法廷）実行委員会
1981/12/ 5 被爆者救援　武蔵野三鷹市民法廷 武蔵野市、三鷹市 約200人 被爆者援護法の制定を要求する国民法廷実行委員会
1981/12/11 戦争責任と被爆者援護法を考える構成劇国民法廷 広島市 250人 劇団 8時 15 分
1982/ 3 / 7 「被爆者完全援護法制定・核兵器完全禁止を要求する国民法廷」 徳山市 約250人 山口県原爆被爆者福祉会館「ゆだ苑」
1982/ 3 /10 大学生協連『国民小法廷』〔大学生協連「組織研究セミナー」において〕 愛知 約800人 大学生協連組織研修セミナー
1982/ 3 /12 原爆と戦争を裁く青年法廷 東京 約800人 日青協
1982/ 3 /31 女性だけの“国民法廷” 神奈川県 「入場者はもう一つ多くなかった」※2 県下の消費者団体、被爆者団体等
1982/ 4 /20 ノーモア・ヒバクシャ　被爆者援護法制定を要求する国民法廷 神戸市 約250人 兵庫県原爆被害者連絡協議会、青年法律家協会弁護士学者合同部会神戸支部、国民法廷実行委員会
1982/ 5 / 1 核兵器禁止国民法廷 前橋市 約300人 「核兵器禁止国民法廷」群馬県実行委員会
1982/ 5 / 3 82 年憲法集会　核兵器を裁く国民法廷（山梨） 山梨 約90人 山梨原爆被害者の会（甲友会）、憲法会議・平和委員会、科学者会議
1982/ 5 / 4 構成劇　戦争と原爆を裁く「北海道法廷」―核兵器の廃絶と被爆者援護法の制定のために― 北海道 約350人
戦争と原爆を裁く「北海道法廷」実行委員会、北海道原
爆被害者団体協議会
1982/ 5 /20 構成劇　あなたならどう裁くか　原爆と戦争を裁く国民法廷（新潟法廷） 新潟市 約400人 新潟県原爆被害者の会（新友会）、司法の独立を守る新潟県連絡協議会
1982/ 5 /20 構成劇「原爆と戦争責任を裁く県民法廷」 盛岡市 約500人 「原爆と戦争責任を裁く県民法廷」推進委員会
1982/ 5 /22 福岡教育大学生協「小法廷」 福岡教育大学 約30人 福教大生協
1982/ 5 /23 原爆と戦争を裁く国民小法廷―被爆者援護法の制定と核兵器廃絶を求めて― 東京
1982/ 5 /23「ヒロシマ・ナガサキの実相を県民に訴える集会」 秋田市 37人 秋田県原爆被害者団体協議会
1982/ 5 /26「原爆と戦争を裁く国民法廷」 宮城県 1,000人規模「原爆と戦争を裁く国民法廷」宮城県実行委員会
1982/ 5 /26 被爆者援護法の制定と核兵器の廃絶を求めて　原爆と戦争を裁く仙台法廷 仙台 約400人 「原爆と戦争を裁く国民法廷」宮城県実行委員会
― 65 ―
開催日 名　称 開催地 参加者数 主催者
1982/ 5 /30 構成劇　「被爆者援護法の制定を要求する国民小法廷」〔茨木原爆被害者の会結成 25 周年行事「核兵器廃絶・被爆の実相を語りつぐ集い」において〕 茨木市
各300人
計600人 茨木原爆被害者の会
1982/ 6 /15 原爆を裁く 6・15 新宿法廷 新宿 約1,300人 新宿法廷実行委員会・早稲田大学七者協議会
1982/ 6 /29“核兵器のない世界をつくろう”6・29 千代田国民法廷 千代田区 約1,200人 “核兵器のない世界をつくろう”千代田国民法廷実行委員会
1982/ 7 /26 被爆者援護法の制定と核兵器の廃絶を求めて「国連軍縮総会報告と原爆を裁く弘前法廷」 弘前 約450人 「国連軍縮総会報告と原爆を裁く弘前法廷」実行委員会
1982/ 8 / 6 8.6. 原爆と戦争を裁く県民法廷―被爆者援護法の制定と核兵器廃絶を求めて― 秋田市 約50人 秋田県原爆被害者団体協議会
1982/ 8 / 9 原爆と戦争を裁く小法廷（烏山国民法廷）―被爆者援護法の制定を求めて― 世田谷区（烏山） 約500人※3 被爆者援護法制定「国民法廷」を推進する世田谷区民の会
1982/ 8 /21 核兵器を裁く国民法廷（山梨） 甲府市 約20人 山梨県原水爆被害者の会
1982/ 8 /29「原爆を裁く国民法廷」運動モデル法廷 長野県 46人 「原爆を裁く国民法廷」長野県実行委員会準備会
1982/10/ 8 反核・平和・被爆者援護をもとめる「国民法廷」玉川集会 世田谷区（玉川） 約500人※3 被爆者援護法制定「国民法廷」を推進する世田谷区民の会
1982/10/24 原爆を裁く国民法廷 長崎県松山町 約200人 82 反核・軍縮・平和のための長崎のつどい
1982/10/28 原爆と戦争をさばく青年法廷〔「日本の核戦場化阻止・核兵器完全禁止をめざす青年・学生のつどい」において〕 東京 約150人 日青協、民青同盟、全学連、社青同、大学生協、宗青協
1982/12/ 2 核兵器廃絶と被爆者援護法制定を要求する「核兵器をなくせ 12・2 文京法廷」 文京区 約750人 12・2 文京法廷実行委員会
1982/12/ 8 原爆と戦争を裁く北多摩西法廷 北多摩西 都教組北多摩西支部・北多摩西支部教研会議平和教育部会
1982/12/11“ふたたび被爆者をつくるまい”基本懇二周年12・11「国民法廷」運動をすすめる集い 東京 日本原水爆被害者団体協議会
1983/ 2 /18 原爆と戦争を裁く千葉国民法廷 千葉 約650人 原爆と戦争を裁く千葉国民法廷実行委員会
1983/ 5 /19 なくそう核を！戦争への道を許さず被爆者援護法制定を要求する豊島法廷 豊島区 約800人 なくそう核を！子供たちの明日に平和を！戦争への道を許さず、被爆者援護法制定を要求する豊島国民法廷実行委員会
1983/10/20 反核・平和・被爆者援護法を求める板橋区民法廷 板橋区 「反核・平和・被爆者援護法を求める板橋区民法廷」実行委員会
1983/11/12 反核・平和・被爆者援護　砧国民法廷 世田谷区（砧） 約500人※3 被爆者援護法制定「国民法廷」を推進する世田谷区民の会
1984/ 3 / 2 「原爆」を裁く練馬平和法廷 練馬区 「原爆」を裁く練馬平和法廷を成功させる会
1984/ 7 /15 戦争と原爆とを裁く鎌倉市民法廷 鎌倉 「第 4回母と子の原爆展」鎌倉市実行委員会




1986/ 1 /31 一九八六年被爆者援護法制定をめざす　国民法廷・広島※1 広島 杏竹桃
1986/11/ 8 「核兵器廃絶・被爆者援護法の制定を求める長崎大法廷」〔九州弁護士連合会の第三十九回定期大会において〕 長崎市 約250人 長崎県弁護士会
1990/ 8 / 2 県内被爆者の証言をもとに原爆を裁く宮崎国民法廷 宮崎 530人 宮崎国民法廷実行委員会
1991/ 8 /31 戦争と原爆を裁く 8・31 浜松市民法廷 浜松市 約400人 核兵器廃絶と被爆者援護法の制定を要求する浜松原爆法廷実行委員会
1993/ 8 / 8 原爆犯罪を告発し、国家補償の被爆者援護法の制定を求める国民法廷・長崎法廷〔国民のつどいにおいて〕※1 長崎
1993/10/30 原爆犯罪を裁く都民法廷 東京





　　　※ 2「全国婦人新聞」（1982 年 4月 10 日）（「被団協関連文書 026-07-01）。
　　　※ 3「≪資料≫「国民法廷」運動の記録」では「被爆者援護法を推進する世田谷国民法廷」として報告さ れているため、全体か個別か不明。
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開催日 名　称 開催地 参加者数 主催者
1982/ 5 /30 構成劇　「被爆者援護法の制定を要求する国民小法廷」〔茨木原爆被害者の会結成 25 周年行事「核兵器廃絶・被爆の実相を語りつぐ集い」において〕 茨木市
各300人
計600人 茨木原爆被害者の会
1982/ 6 /15 原爆を裁く 6・15 新宿法廷 新宿 約1,300人 新宿法廷実行委員会・早稲田大学七者協議会
1982/ 6 /29“核兵器のない世界をつくろう”6・29 千代田国民法廷 千代田区 約1,200人 “核兵器のない世界をつくろう”千代田国民法廷実行委員会
1982/ 7 /26 被爆者援護法の制定と核兵器の廃絶を求めて「国連軍縮総会報告と原爆を裁く弘前法廷」 弘前 約450人 「国連軍縮総会報告と原爆を裁く弘前法廷」実行委員会
1982/ 8 / 6 8.6. 原爆と戦争を裁く県民法廷―被爆者援護法の制定と核兵器廃絶を求めて― 秋田市 約50人 秋田県原爆被害者団体協議会
1982/ 8 / 9 原爆と戦争を裁く小法廷（烏山国民法廷）―被爆者援護法の制定を求めて― 世田谷区（烏山） 約500人※3 被爆者援護法制定「国民法廷」を推進する世田谷区民の会
1982/ 8 /21 核兵器を裁く国民法廷（山梨） 甲府市 約20人 山梨県原水爆被害者の会
1982/ 8 /29「原爆を裁く国民法廷」運動モデル法廷 長野県 46人 「原爆を裁く国民法廷」長野県実行委員会準備会
1982/10/ 8 反核・平和・被爆者援護をもとめる「国民法廷」玉川集会 世田谷区（玉川） 約500人※3 被爆者援護法制定「国民法廷」を推進する世田谷区民の会
1982/10/24 原爆を裁く国民法廷 長崎県松山町 約200人 82 反核・軍縮・平和のための長崎のつどい
1982/10/28 原爆と戦争をさばく青年法廷〔「日本の核戦場化阻止・核兵器完全禁止をめざす青年・学生のつどい」において〕 東京 約150人 日青協、民青同盟、全学連、社青同、大学生協、宗青協
1982/12/ 2 核兵器廃絶と被爆者援護法制定を要求する「核兵器をなくせ 12・2 文京法廷」 文京区 約750人 12・2 文京法廷実行委員会
1982/12/ 8 原爆と戦争を裁く北多摩西法廷 北多摩西 都教組北多摩西支部・北多摩西支部教研会議平和教育部会
1982/12/11“ふたたび被爆者をつくるまい”基本懇二周年12・11「国民法廷」運動をすすめる集い 東京 日本原水爆被害者団体協議会
1983/ 2 /18 原爆と戦争を裁く千葉国民法廷 千葉 約650人 原爆と戦争を裁く千葉国民法廷実行委員会
1983/ 5 /19 なくそう核を！戦争への道を許さず被爆者援護法制定を要求する豊島法廷 豊島区 約800人 なくそう核を！子供たちの明日に平和を！戦争への道を許さず、被爆者援護法制定を要求する豊島国民法廷実行委員会
1983/10/20 反核・平和・被爆者援護法を求める板橋区民法廷 板橋区 「反核・平和・被爆者援護法を求める板橋区民法廷」実行委員会
1983/11/12 反核・平和・被爆者援護　砧国民法廷 世田谷区（砧） 約500人※3 被爆者援護法制定「国民法廷」を推進する世田谷区民の会
1984/ 3 / 2 「原爆」を裁く練馬平和法廷 練馬区 「原爆」を裁く練馬平和法廷を成功させる会
1984/ 7 /15 戦争と原爆とを裁く鎌倉市民法廷 鎌倉 「第 4回母と子の原爆展」鎌倉市実行委員会




1986/ 1 /31 一九八六年被爆者援護法制定をめざす　国民法廷・広島※1 広島 杏竹桃
1986/11/ 8 「核兵器廃絶・被爆者援護法の制定を求める長崎大法廷」〔九州弁護士連合会の第三十九回定期大会において〕 長崎市 約250人 長崎県弁護士会
1990/ 8 / 2 県内被爆者の証言をもとに原爆を裁く宮崎国民法廷 宮崎 530人 宮崎国民法廷実行委員会
1991/ 8 /31 戦争と原爆を裁く 8・31 浜松市民法廷 浜松市 約400人 核兵器廃絶と被爆者援護法の制定を要求する浜松原爆法廷実行委員会
1993/ 8 / 8 原爆犯罪を告発し、国家補償の被爆者援護法の制定を求める国民法廷・長崎法廷〔国民のつどいにおいて〕※1 長崎
1993/10/30 原爆犯罪を裁く都民法廷 東京



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































時 間 場 面 内 容
第一場 約 15 分 原爆投下の経過と原爆投下時の再現
法廷に入る前段階として原爆投下の
事実を認識。




第三場 約 50 分（証人各 10 分） 証言
被爆者、医師、ソーシャルワーカー、
平和運動家などによる証言。




第五場 約 20 分 法廷 被爆者代理人による政府の原爆への態度の追求、審判の宣告。
備考： 『構成劇　被爆者援護法の制定を要求する国民法廷 国民法廷運動の手引き』（日本原水爆被
害者団体協議会、1981年）（「被団協関連文書」026-02-18）、『構成劇　被爆者援護法の制定を
要求する国民法廷』（日本原水爆被害者団体協議会、1981年）（「被団協関連文書」026-02-18）
から要約して吉村作表。
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政
府
代
理
人
が
二
名
~
三
名
で
行
う
と
し
て
い
る
四
三
。
各
地
で
国
民
法
廷
が
開
か
れ
る
際
に
内
容
に
お
い
て
最
も
改
変
さ
れ
た
箇
所
が
第
二
場
で
あ
る
。
日
本
被
団
協
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
被
爆
者
代
理
人
が
三
名
、
政
府
代
理
人
が
一
名
で
、
被
爆
者
代
理
人
の
告
発
に
対
し
て
一
度
だ
け
政
府
代
理
人
の
答
弁
が
あ
り
、
そ
の
後
は
被
爆
者
代
理
人
の
反
論
と
発
言
、
傍
聴
人
に
意
見
を
述
べ
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
四
四
。
各
地
で
改
変
さ
れ
る
際
に
は
被
爆
者
の
要
求
、
補
償
、
被
爆
者
救
援
な
ど
の
告
発
と
答
弁
が
盛
り
込
ま
れ
、
よ
り
裁
判
の
形
式
に
近
く
な
る
よ
う
双
方
の
掛
け
合
い
が
増
や
さ
れ
た
。
　
第
三
場
で
は
一
人
一
〇
分
程
度
で
被
爆
者
や
医
師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
平
和
運
動
家
に
よ
る
証
言
が
行
わ
れ
る
。
第
三
場
を
行
う
た
め
に
全
国
各
地
で
証
言
す
る
被
爆
者
の
掘
り
起
こ
し
が
行
わ
れ
、
こ
こ
で
証
言
す
る
こ
と
で
初
め
て
人
前
で
体
験
を
語
っ
た
者
も
少
な
く
な
い
。
　
第
四
場
で
は
作
文
や
詩
の
朗
読
を
行
い
、
第
三
場
で
の
具
体
的
な
体
験
を
聞
い
た
上
で
感
性
に
働
き
か
け
る
意
図
が
組
み
込
ま
れ
た
。
　
そ
し
て
、
第
五
場
で
判
決
が
出
さ
れ
る
。
多
く
の
場
合
は
事
前
に
作
成
さ
れ
た
審
判
文
を
読
み
上
げ
る
が
、
傍
聴
人
に
聞
き
最
終
的
な
判
決
を
出
す
法
廷
な
ど
も
各
地
で
は
存
在
し
た
。
　
以
上
の
流
れ
で
合
計
一
時
間
五
〇
分
程
度
で
計
画
さ
れ
て
い
る
の
が
国
民
法
廷
の
基
本
的
な
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。
　
ま
た
、
各
場
面
か
ら
次
の
場
面
へ
の
移
行
の
仕
方
に
つ
い
て
も
示
し
て
い
る
︵
表
三
参
照
︶。
表三　日本被団協の場面移行の指示
照 明 出演者
第二場へ
移行
第一場の舞台のヤミから、音楽グランドカ
ンタータ「人間を返せ」の冒頭部分を流し
始め、約一分三十秒位流してしぼりをかけ
て消してゆく。そのときに舞台を「フル明
り」にする。
審判員、被爆者代理人、政府
代理人は音楽が流れている間
に入場して席についておく。
「フル明り」になったときは、
舞台に全員揃っているように
する。
第三場へ
移行
照明を半分にし「半明り」とし、証人席に
天井からスポットライトを点灯する。
照明を点灯する間に審判員、
被爆者代理人、政府代理人は
退場する。
第四場へ
移行
最後の証人が退場すると同時に、「半明り」
の照明を「ヤミ」にする。「ヤミ」になる
と同時に「第四場」のナレーションが始ま
る。ナレーションが「○○君どうぞお入り
ください」とのべると同時に、再び「半明
り」にして朗読席（第三場の証人席）に天
井スポットをあてる。
第五場へ
移行
詩の朗読者が退場すると同時に、舞台の照
明を「半明り」から「フル明り」へ移す。
入れ替りで審判員、被爆者代
理人、政府代理人が入場し着
席する。
備考： 『構成劇　被爆者援護法の制定を要求する国民法廷 国民法廷運動の手引き』（日本原水爆被
害者団体協議会、1981年）（「被団協関連文書」026-02-18）から要約して吉村作表。
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各
地
で
開
催
さ
れ
た
国
民
法
廷
の
演
者
の
多
く
が
劇
団
な
ど
に
所
属
し
な
い
一
般
の
人
び
と
で
あ
っ
た
た
め
、
場
面
の
転
換
に
お
け
る
最
低
限
の
指
示
に
つ
い
て
は
日
本
被
団
協
が
事
例
と
し
て
示
し
た
が
、
そ
の
上
で
の
工
夫
の
余
地
は
大
き
く
残
さ
れ
て
お
り
、
全
国
各
地
で
一
か
ら
つ
く
る
草
の
根
的
な
運
動
に
な
っ
て
い
た
と
も
言
え
る
。
　
ま
た
、
判
決
に
つ
い
て
は
、
国
民
法
廷
は
各
地
の
法
廷
ご
と
に
出
す
形
式
を
取
っ
て
お
り
、
判
決
を
観
客
で
あ
る
﹁
傍
聴
人
﹂
に
考
え
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
多
く
の
法
廷
は
事
前
に
用
意
し
て
い
る
審
判
文
を
審
判
長
が
読
み
上
げ
て
﹁
判
決
﹂
と
し
た
。
審
判
文
に
つ
い
て
も
日
本
被
団
協
が
作
成
し
た
審
判
文
を
も
と
に
し
て
お
り
、
各
地
で
改
変
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
シ
ナ
リ
オ
ほ
ど
の
大
き
な
改
変
点
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
判
決
の
主
文
は
以
下
で
あ
る
。
　
　
主
文
　
　
 
政
府
は
再
び
被
爆
者
を
つ
く
る
ま
い
と
の
決
意
を
こ
め
、
国
家
補
償
の
精
神
に
基
く
被
爆
者
援
護
法
を
直
ち
に
制
定
し
、
こ
れ
に
次
の
事
項
を
も
り
こ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
一
、 
政
府
は
被
爆
者
の
健
康
管
理
と
治
療
並
び
に
療
養
を
全
額
国
庫
負
担
で
行
う
こ
と
　
　
　
一
、
政
府
は
被
爆
者
全
員
に
被
爆
者
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
　
　
　
一
、
政
府
は
障
害
を
も
つ
被
爆
者
に
障
害
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
　
　
　
一
、
政
府
は
原
爆
死
没
者
の
遺
族
に
弔
慰
金
と
遺
族
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
四
五
　
主
文
で
挙
げ
ら
れ
た
四
点
は
被
爆
者
運
動
が
求
め
る
国
家
補
償
に
基
づ
く
原
爆
被
害
者
援
護
法
の
柱
と
な
る
も
の
で
あ
る
四
六
。
被
爆
者
の
要
求
を
国
民
法
廷
の
判
決
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
運
動
の
内
外
に
被
爆
者
の
要
求
を
周
知
す
る
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
三
、
国
民
法
廷
運
動
の
同
時
代
的
評
価
　
―
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
―
㈠　
国
民
法
廷
運
動
参
加
者
の
評
価
　
日
本
被
団
協
は
参
加
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
指
示
は
出
し
て
い
な
い
が
、
参
加
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
た
法
廷
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂
に
残
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
用
紙
か
ら
運
動
の
評
価
を
み
て
い
く
。
　
一
九
八
一
年
八
月
八
日
に
長
崎
で
開
催
さ
れ
た
﹁
原
爆
の
非
人
道
性
と
国
の
戦
争
責
任
を
裁
く
長
崎
国
民
法
廷
﹂
に
お
け
る
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
九
五
件
確
認
で
き
、
国
民
法
廷
の
形
を
と
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
﹁
中
味
の
濃
い
感
動
深
い
催
し
﹂
四
七
だ
っ
た
、﹁
国
民
法
廷
に
よ
っ
て
被
爆
者
の
実
情
、
思
い
、
と
い
う
も
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。﹂
四
八
と
高
く
評
価
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
参
加
者
の
意
識
を
変
え
る
契
機
に
も
な
っ
て
い
た
こ
と
が
以
下
の
記
述
か
ら
読
み
取
れ
る
。
　
　
 
正
直
、
今
ま
で
"
原
爆
"
と
い
う
も
の
を
身
近
に
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
本
当
に
身
近
に
い
な
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
―
。B
ut
今
日
の
国
民
法
廷
に
参
加
し
て
、
も
っ
と
学
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
！
と
考
え
さ
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せ
ら
れ
ま
し
た
。
四
九
　
ほ
か
の
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
も
国
民
法
廷
に
お
い
て
被
爆
者
か
ら
直
接
聞
く
証
言
が
大
き
く
印
象
に
残
り
、﹁
原
爆
の
お
そ
ろ
し
さ
、
悲
惨
さ
を
今
夏
、
は
じ
め
て
実
感
し
ま
し
た
。﹂
五
〇
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
今
ま
で
﹁
戦
争
の
被
害
者
﹂
と
し
て
広
く
捉
え
て
い
た
も
の
が
、
国
民
法
廷
に
よ
っ
て
﹁
原
爆
の
被
害
者
﹂
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
　
一
方
で
、﹁
被
爆
者
援
護
法
が
直
ち
に
制
定
さ
れ
る
よ
う
に
共
に
た
た
か
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。﹂
五
一
な
ど
の
被
爆
者
援
護
法
の
即
時
制
定
を
訴
え
る
も
の
は
あ
っ
て
も
、
制
定
の
意
味
を
理
解
す
る
記
述
は
少
数
で
あ
っ
た
。
一
九
八
一
年
一
一
月
二
九
日
に
行
わ
れ
た
﹁
原
爆
の
非
人
道
性
と
国
の
戦
争
責
任
を
裁
く
一
橋
法
廷
﹂
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
四
三
件
に
お
い
て
も
、﹁
今
ま
で
に
被
爆
者
援
護
法
に
つ
い
て
、
ご
存
知
で
し
た
か
﹂
五
二
の
質
問
の
回
答
は
﹁
は
い
﹂
五
三
が
二
〇
件
、﹁
名
前
だ
け
し
っ
て
い
た
﹂
五
四
な
ど
の
一
部
の
み
理
解
し
て
い
る
と
の
記
述
が
一
三
件
、﹁
い
い
え
﹂
五
五
が
六
件
、
無
回
答
が
四
件
で
あ
り
、
国
民
法
廷
に
参
加
す
る
以
前
の
段
階
で
内
容
ま
で
詳
し
く
理
解
し
て
い
る
参
加
者
は
多
く
は
な
い
。﹁
き
ょ
う
の
法
廷
に
参
加
し
て
、
援
護
法
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
り
ま
し
た
か
﹂
五
六
の
質
問
に
お
い
て
内
容
の
理
解
に
関
す
る
回
答
を
し
た
の
は
以
下
の
一
件
の
み
で
あ
っ
た
。
　
　
 
私
は
、
援
護
法
が
何
故
国
の
戦
争
責
任
を
追
及
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
良
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
今
日
の
法
廷
を
通
じ
て
、
そ
れ
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。
五
七
　
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
被
爆
者
の
実
態
を
広
く
国
民
に
訴
え
か
け
る
方
法
と
し
て
国
民
法
廷
の
形
式
は
効
果
的
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
一
方
で
、
本
来
日
本
被
団
協
が
意
図
し
て
い
た
、
国
民
法
廷
を
通
じ
て
原
爆
被
害
に
対
す
る
国
家
補
償
要
求
の
必
要
性
を
伝
え
る
効
果
は
、
限
定
的
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
参
加
者
た
ち
は
、
被
爆
者
援
護
法
や
国
家
補
償
に
対
す
る
事
前
の
予
備
知
識
を
持
た
ず
に
国
民
法
廷
に
参
加
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
法
廷
に
お
け
る
被
爆
者
の
要
求
と
援
護
法
の
必
要
性
と
の
関
連
性
は
、
必
ず
し
も
理
解
は
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
㈡　
実
施
者
に
よ
る
運
動
の
評
価
　
国
民
法
廷
開
催
後
に
自
ら
の
法
廷
の
振
り
返
り
の
記
録
を
残
し
た
実
施
者
も
お
り
、
日
本
被
団
協
も
運
動
を
実
際
に
行
っ
た
団
体
に
対
し
﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
全
国
二
四
都
道
府
県
八
三
回
の
中
か
ら
二
六
回
分
︵
う
ち
、
同
じ
主
催
で
二
回
公
演
を
行
っ
た
市
と
三
回
公
演
を
行
っ
た
区
が
あ
る
た
め
、
二
九
公
演
分
︶
の
回
答
を
得
て
お
り
、
共
通
の
質
問
項
目
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂
か
ら
実
施
者
の
運
動
の
評
価
を
み
て
い
く
。
　
﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂
に
お
い
て
、﹁
成
果
と
反
省
点
﹂
の
項
目
に
設
置
さ
れ
た
七
つ
の
質
問
は
い
ず
れ
も
自
由
記
述
回
答
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
以
下
の
四
点
の
質
問
事
項
、
①
﹁
証
言
者
の
掘
り
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お
こ
し
は
す
す
ん
だ
か
﹂
五
八
、
②
﹁
政
府
側
の
主
張
と
被
爆
者
側
の
主
張
は
ど
ち
ら
が
説
得
力
を
も
っ
た
か
、
そ
れ
は
ど
ん
な
点
で
、
な
ぜ
か
﹂
五
九
、
③
﹁
現
行
施
策
と
援
護
法
の
関
連
と
違
い
は
明
ら
か
に
で
き
た
か
、
で
き
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
ど
こ
が
分
り
に
く
か
っ
た
か
﹂
六
〇
、
④
﹁
援
護
法
制
定
運
動
に
確
信
が
も
て
た
か
﹂
六
一
に
注
目
し
、
国
民
法
廷
運
動
で
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
を
見
て
い
く
。
　
ま
ず
、
①
﹁
証
言
者
の
掘
り
お
こ
し
は
す
す
ん
だ
か
﹂
の
回
答
か
ら
は
、
被
爆
者
や
証
言
者
の
役
割
と
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
　
証
言
の
掘
り
起
こ
し
は
多
く
は
無
い
が
、﹁
す
す
ん
だ
﹂
と
の
回
答
を
得
ら
れ
、
掘
り
起
こ
し
の
進
度
よ
り
も
、
質
を
重
視
す
る
回
答
が
多
く
あ
っ
た
。
今
ま
で
語
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
法
廷
内
で
初
め
て
被
爆
体
験
を
語
っ
た
被
爆
者
も
多
く
、﹁
今
ま
で
語
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
被
爆
者
の
方
で
す
が
、﹃
自
分
は
証
言
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹄
と
確
信
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。﹂
六
二
と
の
回
答
も
あ
り
、
聞
き
手
が
見
え
る
場
で
証
言
を
し
た
こ
と
で
、
被
爆
体
験
を
発
信
し
て
い
く
被
爆
者
と
し
て
の
役
割
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の
訴
え
に
自
信
を
持
て
た
被
爆
者
が
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
ま
た
、
﹁
初
め
て
人
前
で
体
験
を
語
っ
た
被
爆
者
、
被
爆
二
世
に
証
言
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
語
り
た
が
ら
な
い
被
爆
者
を
勇
気
づ
け
た
。﹂
六
三
と
の
回
答
も
あ
り
、
新
た
な
証
言
を
掘
り
起
こ
す
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
と
い
え
る
。
証
言
者
を
被
爆
者
の
み
な
ら
ず
、
被
爆
二
世
・
医
師
・
元
軍
人
・
牧
師
・
宗
教
者
・
国
連
参
加
者
・
社
会
学
者
・
物
理
学
者
・
調
査
を
行
っ
た
大
学
教
授
や
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
の
大
学
生
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
人
び
と
が
務
め
た
こ
と
で
、
各
法
廷
で
様
々
な
視
点
か
ら
問
題
を
考
え
、
運
動
の
必
要
性
を
広
く
訴
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
　
一
方
で
、﹁
か
な
り
の
被
爆
者
に
要
請
し
た
が
本
人
は
と
も
角
、
家
族
内
で
の
反
対
は
依
然
強
く
口
を
つ
ぐ
む
人
々
が
多
く
困
難
で
あ
る
﹂
六
四
や
﹁
○
ま
だ
ま
だ
固
く
口
を
と
ざ
す
被
爆
者
が
多
い
。
無
理
に
開
か
そ
う
と
す
る
こ
と
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
。
○
当
分
の
間
は
、
当
会
役
員
を
中
心
に
証
言
活
動
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
。﹂
六
五
な
ど
、
証
言
が
し
に
く
い
雰
囲
気
や
証
言
の
掘
り
起
こ
し
が
進
ま
な
い
状
況
が
明
確
と
な
り
、
運
動
を
慎
重
に
進
め
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
　
ま
た
、﹁
文
京
区
在
住
の
わ
か
る
範
囲
の
全
て
の
被
爆
者
に
聞
き
と
り
の
お
願ママ
の
手
紙
を
2
回
、
法
廷
へ
の
参
加
の
お
願
い
を
1
回
出
し
﹂
六
六
た
こ
と
や
、
文
京
区
在
住
の
被
爆
者
一
〇
〇
名
に
協
力
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
﹁
今
月
ま
で
15
名
か
ら
回
答
あ
り
、
そ
の
う
ち
5
名
が
会
う
こ
と
を
承
諾
、
7
名
は
こ
と
わ
る
と
い
う
内
容
で
、
転
居
先
不
明
6
名
を
除
く
と
79
名
の
方
々
が
い
ま
だ
回
答
を
差
し
控
え
て
お
ら
れ
ま
す
。﹂
六
七
、﹁
証
言
に
立
つ
人
は
当
日
ま
で
に
は
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。﹂
六
八
な
ど
、
証
言
者
の
確
保
が
困
難
な
こ
と
や
、
体
験
を
人
に
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
被
爆
者
が
多
い
こ
と
な
ど
、
被
爆
者
の
心
境
が
読
み
取
れ
る
。
　
自
身
の
苦
し
み
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
人
と
、
未
だ
語
れ
ず
に
被
爆
体
験
や
戦
後
の
生
活
の
苦
し
み
を
自
分
の
中
に
留
め
て
生
き
る
人
と
の
差
が
大
き
く
目
に
見
え
る
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
で
、﹁
は
じ
め
は
、
地
域
へ
の
働
き
か
け
を
念
頭
に
依
頼
し
た
が
、
断
ら
れ
、
改
め
て
、
自
分
達
が
住
ん
で
い
る
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地
域
に
、
被
爆
者
で
あ
る
こ
と
を
で
き
る
だ
け
隠
し
て
生
活
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。﹂
六
九
な
ど
、
運
動
関
係
者
自
身
が
被
爆
者
の
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
や
地
域
の
状
況
と
い
っ
た
被
爆
者
の
生
き
る
環
境
を
理
解
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
と
言
え
る
。
　
②
﹁
政
府
側
の
主
張
と
被
爆
者
側
の
主
張
は
ど
ち
ら
が
説
得
力
を
も
っ
た
か
、
そ
れ
は
ど
ん
な
点
で
、
な
ぜ
か
﹂
の
回
答
か
ら
は
、
被
爆
者
側
・
政
府
側
の
主
張
に
つ
い
て
の
傍
聴
人
の
反
応
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
問
い
に
お
い
て
は
、
原
告
が
被
爆
者
側
で
あ
る
こ
と
か
ら
、﹁
政
府
側
の
発
言
に
は
か
な
り
辛
辣
な
野
次
が
と
び
か
い
、
被
爆
者
の
発
言
に
対
し
て
は
拍
手
と
共
感
が
湧
き
﹂
七
〇
な
ど
、
観
客
の
多
く
が
被
爆
者
側
の
考
え
に
偏
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
、
被
爆
者
側
の
主
張
に
説
得
力
が
あ
る
と
答
え
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。﹁
立
証
面
で
被
爆
者
側
の
主
張
は
事
実
に
も
と
づ
き
圧
倒
す
る
こ
と
が
で
き
た
。﹂
七
一
と
の
回
答
も
見
ら
れ
、
証
言
に
よ
る
﹁
真
実
の
重
み
﹂
七
二
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
点
で
被
爆
者
の
証
言
に
も
と
づ
く
事
実
の
強
さ
が
、
被
爆
者
側
の
主
張
に
説
得
力
を
持
た
せ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
　
一
方
で
、
二
六
件
の
中
で
﹁
原
爆
と
戦
争
を
裁
く
仙
台
法
廷
﹂
の
み
﹁
政
府
側
の
主
張
が
説
得
力
を
も
っ
た
と
の
感
想
が
多
い
。﹂
七
三
と
回
答
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
﹁
法
理
論
を
重
視
す
る
と
、
被
爆
者
側
が
弱
く
な
る
傾
向
が
あ
る
﹂
七
四
と
し
て
お
り
、
法
理
論
に
お
い
て
政
府
側
の
主
張
に
は
説
得
力
が
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
同
様
の
回
答
を
し
た
も
の
は
ほ
か
の
会
場
で
も
あ
り
、
﹁
被
団
協
の
シ
ナ
リ
オ
を
中
心
に
し
た
た
め
、
政
府
側
の
主
張
に
説
得
力
が
弱
い
︵
逆
を
い
え
ば
被
爆
者
側
が
一
方
的
に
主
張
す
る
︶
と
い
う
点
で
問
題
が
残
﹂
七
五
る
な
ど
の
課
題
を
指
摘
し
て
お
り
、
心
情
論
で
訴
え
る
被
爆
者
の
証
言
が
、
理
論
的
に
考
え
る
と
逆
効
果
と
な
り
う
る
こ
と
が
伺
え
る
。
　
こ
の
点
に
関
し
て
は
﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂
の
み
な
ら
ず
、
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
も
数
名
が
同
様
の
意
見
を
記
し
て
い
た
。
以
下
の
長
崎
法
廷
参
加
者
の
記
述
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
　
　
 
結
論
に
は
賛
成
で
す
が
、
そ
こ
へ
至
る
ま
で
の
論
理
構
成
に
説
得
力
が
欠
け
る
き
ら
い
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
意
見
を
持
つ
人
々
に
だ
け
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
意
見
を
異
に
す
る
人
々
に
も
納
得
の
行
く
論
理
展
開
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
―
但
し
、
言
う
は
易
く
行
う
は
難
し
、
こ
れ
ま
で
の
準
備
、
実
行
等
御
苦
労
様
で
し
た
。
七
六
　
参
加
者
か
ら
の
論
理
構
成
の
指
摘
は
少
な
い
が
、
感
情
に
訴
え
る
被
爆
者
の
証
言
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
法
廷
に
違
和
感
を
覚
え
る
参
加
者
も
数
名
み
ら
れ
た
。
　
ま
た
、
政
府
側
の
主
張
が
弱
か
っ
た
側
面
と
し
て
﹁
政
府
側
も
被
爆
者
と
同
じ
考
え
な
の
で
大
変
や
り
に
く
か
っ
た
と
云
っ
て
お
り
ま
し
た
。﹂
七
七
と
政
府
側
の
演
者
が
自
ら
の
考
え
と
異
な
る
立
場
を
演
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
も
あ
り
、
演
者
の
心
情
と
白
熱
す
る
観
客
と
の
間
に
生
ま
れ
た
差
も
影
響
し
、
心
情
に
訴
え
る
被
爆
者
側
の
主
張
に
傍
聴
人
が
大
き
く
反
応
を
示
し
た
と
言
え
る
。
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③
﹁
現
行
施
策
と
援
護
法
の
関
連
と
違
い
は
明
ら
か
に
で
き
た
か
、
で
き
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
ど
こ
が
分
り
に
く
か
っ
た
か
﹂
の
回
答
か
ら
は
、
現
行
施
策
と
援
護
法
の
違
い
に
つ
い
て
の
理
解
度
の
差
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
二
六
件
の
回
答
に
お
い
て
、
違
い
を
明
ら
か
に
で
き
た
と
す
る
も
の
が
七
、
で
き
な
か
っ
た
と
す
る
も
の
が
五
、
明
確
に
回
答
し
て
い
な
い
が
七
、
無
回
答
が
七
と
い
う
結
果
と
な
り
、
違
い
を
明
ら
か
に
で
き
た
と
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、
傍
聴
人
に
違
い
を
理
解
さ
せ
る
ほ
ど
の
成
果
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
の
実
施
者
の
評
価
が
伺
え
る
。
　
そ
の
背
景
に
は
、﹁
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
は
思
わ
な
い
。
⋮
⋮
国
家
補
償
に
基
づ
く
援
護
法
で
な
け
れ
ば
救
わ
れ
な
い
被
爆
者
と
一
般
人
も
亦
援
護
法
な
し
に
は
救
わ
れ
な
い
事
由
を
確
か
り
と
訴
え
ね
ば
な
ら
な
い
。﹂
七
八
と
、
援
護
法
を
制
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
実
態
が
伺
え
、
現
行
施
策
で
は
不
十
分
だ
と
す
る
日
本
被
団
協
の
主
張
が
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
　
一
方
で
、
③
﹁
現
行
施
策
と
援
護
法
の
関
連
と
違
い
は
明
ら
か
に
で
き
た
か
、
で
き
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
ど
こ
が
分
り
に
く
か
っ
た
か
﹂
と
い
っ
た
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、﹃
構
成
劇　
被
爆
者
援
護
法
の
制
定
を
要
求
す
る
国
民
法
廷　
国
民
法
廷
運
動
の
手
引
き
﹄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
目
的
、
重
要
点
な
ど
に
は
な
く
、
国
民
法
廷
の
基
本
の
形
と
し
て
被
爆
者
側
が
被
害
の
実
態
や
苦
悩
の
実
情
の
ほ
か
で
﹁
政
府
の
措
置
そ
の
他
被
爆
者
側
の
訴
え
た
い
事
実
﹂
七
九
を
盛
り
込
む
形
と
な
っ
て
い
る
た
め
、﹁
そ
も
そ
も
関
連
・
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
位
置
づ
け
は
な
く
や
ら
な
か
っ
た
。﹂
八
〇
と
の
回
答
も
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
運
動
に
参
加
し
て
い
な
い
一
般
の
傍
聴
人
が
、﹁
現
行
法
も
援
護
法
も
知
ら
な
い
た
め
ば
く
ぜ
ん
と
し
か
結
果
が
理
解
出
来
な
か
っ
た
と
思
う
﹂
八
一
と
の
回
答
も
あ
り
、
各
地
で
運
動
関
係
者
と
一
般
の
参
加
者
と
の
間
で
認
識
や
理
解
の
違
い
が
出
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
　
④
﹁
援
護
法
制
定
運
動
に
確
信
が
も
て
た
か
﹂
の
回
答
か
ら
は
、
援
護
法
制
定
運
動
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
度
の
差
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
二
六
件
の
回
答
に
お
い
て
、
援
護
法
制
定
運
動
に
確
信
を
も
て
た
と
す
る
も
の
が
四
、
も
て
な
い
と
す
る
も
の
が
七
、
明
確
に
回
答
し
て
い
な
い
が
六
、
無
回
答
が
九
と
い
う
結
果
と
な
り
、﹁
こ
の
よ
う
な
﹁
法
廷
﹂
形
式
で
政
府
側
・
被
爆
者
側
の
主
張
が
そ
れ
ぞ
れ
明
確
に
な
り
、
参
加
者
に
被
爆
者
問
題
を
深
め
ら
れ
た
。
こ
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
人
々
が
参
加
し
﹁
援
護
法
﹂
に
つ
い
て
よ
り
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。﹂
八
二
と
の
記
述
が
見
受
け
ら
れ
、
国
民
法
廷
運
動
が
草
の
根
に
拡
が
っ
た
こ
と
を
成
功
と
し
て
捉
え
る
評
価
が
伺
え
る
。
　
一
方
で
、﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
だ
け
で
、
援
護
法
の
意
義
を
国
民
の
間
に
布マ
マ及
で
き
る
と
は
思
わ
な
い
﹂
八
三
や
、﹁
当
初
か
ら
掲
げ
た
援
護
法
制
定
運
動
も
、
毎
年
毎
年
繰
り
返
し
国
会
、
関
係
各
方
面
に
訴
え
つ
ゞ
け
て
き
た
が
そ
の
壁
は
厚
く
容
易
に
実
現
は
六
ヶ
敷
い
﹂
八
四
と
援
護
法
制
定
運
動
全
体
の
成
功
に
つ
い
て
確
信
を
持
て
て
い
な
い
状
況
が
多
く
見
ら
れ
、﹁
非
常
に
困
難
だ
が
息
の
長
い
活
動
が
必
要
﹂
八
五
と
長
期
的
な
運
動
の
展
開
を
見
据
え
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
　
以
上
の
四
点
の
質
問
か
ら
、
被
爆
者
の
証
言
の
掘
り
お
こ
し
に
よ
っ
て
、
被
爆
者
自
身
が
ま
だ
語
る
こ
と
の
で
き
な
い
ほ
か
の
被
爆
者
に
声
を
か
け
、
被
爆
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者
と
し
て
証
言
す
る
最
初
の
き
っ
か
け
を
通
し
て
被
爆
者
同
士
の
仲
間
意
識
を
構
築
し
て
い
く
過
程
が
あ
っ
た
の
だ
と
言
え
る
。
ま
た
、
被
爆
者
運
動
に
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
人
び
と
に
と
っ
て
も
援
護
法
制
定
運
動
に
関
わ
っ
て
い
く
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
一
方
で
、
援
護
法
制
定
運
動
の
一
つ
と
し
て
考
え
た
時
、
国
民
法
廷
運
動
に
よ
っ
て
政
府
側
・
被
爆
者
側
の
二
者
択
一
で
審
判
を
考
え
た
こ
と
で
、
よ
り
運
動
に
関
わ
り
や
す
さ
は
あ
っ
た
も
の
の
、
具
体
的
な
法
の
内
容
ま
で
理
解
さ
れ
て
い
な
い
実
態
や
運
動
の
必
要
性
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
四
、
国
民
法
廷
の
特
色
　
―
民
衆
法
廷
と
の
違
い
か
ら
―
　
本
章
で
は
民
衆
法
廷
と
の
比
較
を
通
し
て
、
被
爆
者
運
動
に
お
け
る
国
民
法
廷
の
特
色
を
分
析
す
る
。
　
民
衆
法
廷
の
特
質
に
つ
い
て
前
田
朗
は
三
種
類
に
分
け
て
い
る
。
①
戦
争
犯
罪
や
人
道
に
対
す
る
犯
罪
を
裁
く
﹁
刑
事
法
廷
﹂
八
六
、
②
被
害
者
救
済
を
求
め
る
﹁
民
事
法
廷
﹂
八
七
、
③
﹁
刑
事
法
廷
﹂
と
﹁
民
事
法
廷
﹂
の
双
方
の
性
格
を
も
つ
﹁
複
合
法
廷
﹂
八
八
で
あ
る
。
前
田
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
国
民
法
廷
は
﹁
複
合
法
廷
﹂
と
言
え
る
。
政
府
を
裁
く
形
を
と
る
こ
と
で
被
爆
者
の
要
求
の
正
当
性
を
展
開
す
る
﹁
刑
事
法
廷
﹂
の
要
素
と
、
被
爆
者
援
護
法
の
制
定
を
求
め
る
﹁
民
事
法
廷
﹂
の
要
素
を
持
つ
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
模
擬
裁
判
の
実
演
は
一
部
の
者
が
全
国
各
地
に
赴
き
開
催
す
る
﹁
巡
回
法
廷
﹂
八
九
で
は
な
く
、
全
国
各
地
の
各
県
被
団
協
や
実
行
委
員
会
、
有
志
に
よ
っ
て
独
自
の
国
民
法
廷
を
開
催
し
た
。
　
国
民
法
廷
と
民
衆
法
廷
の
違
い
を
み
て
い
く
。
結
論
か
ら
示
す
と
、
国
民
法
廷
は
民
衆
法
廷
と
は
異
な
る
ロ
ジ
ッ
ク
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
は
主
に
三
点
の
理
由
に
よ
る
。
　
第
一
に
、
民
衆
法
廷
は
人
道
に
お
い
て
戦
争
責
任
を
裁
く
も
の
で
あ
り
、
世
界
の
人
び
と
と
連
帯
す
る
可
能
性
が
存
在
し
て
い
た
の
に
対
し
、
国
民
法
廷
は
政
府
に
被
爆
者
援
護
法
の
制
定
を
迫
る
も
の
で
あ
り
、
主
権
者
で
あ
る
国
民
に
法
制
定
の
必
要
性
を
訴
え
か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
差
異
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
　
表
四
は
民
衆
法
廷
の
事
例
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
民
衆
法
廷
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
事
例
は
開
催
地
が
各
国
に
わ
た
り
、
人
種
や
地
域
差
を
こ
え
て
連
帯
感
を
も
つ
。
そ
の
背
景
に
は
、
各
法
廷
の
民
衆
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
判
断
基
準
が
﹁
人
道
上
に
お
い
て
﹂
と
い
う
共
通
の
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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表
四
　
民
衆
法
廷
の
事
例
開
催
期
間
名
 称
開
 催
 地
19
66
年
ラ
ッ
セ
ル
法
廷
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
19
92
年
ク
ラ
ー
ク
法
廷
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
19
92
年
暴
力
反
対
ア
ジ
ア
女
性
法
廷
パ
キ
ス
タ
ン
、
ラ
ホ
ー
ル
19
94
年
女
性
売
買
と
女
性
に
対
す
る
戦
争
犯
罪
法
廷
日
本
19
94
年
開
発
暴
力
に
関
す
る
ア
ジ
ア
女
性
法
廷
イ
ン
ド
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
19
95
年
ア
ラ
ブ
女
性
法
廷
レ
バ
ノ
ン
、
ベ
イ
ル
ー
ト
19
99
年
ア
フ
リ
カ
女
性
法
廷
ケ
ニ
ア
、
ナ
イ
ロ
ビ
20
00
～
20
01
年
日
本
軍
性
奴
隷
制
を
裁
く
二
〇
〇
〇
年
　
女
性
国
際
戦
犯
法
廷
東
京
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
20
01
年
戦
争
犯
罪
世
界
女
性
法
廷
南
ア
フ
リ
カ
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
20
01
年
人
種
差
別
反
対
世
界
女
性
法
廷
南
ア
フ
リ
カ
、
ダ
ー
バ
ン
20
02
年
経
済
封
鎖
反
対
国
際
女
性
法
廷
キ
ュ
ー
バ
、
ハ
バ
ナ
20
03
年
人
身
売
買
反
対
南
ア
ジ
ア
女
性
法
廷
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ダ
ッ
カ
20
03
年
朝
鮮
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
犯
罪
に
対
す
る
平
壌
国
際
法
廷
朝
鮮
、
平
壌
20
02
～
20
04
年
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
際
戦
犯
法
廷
東
京
20
04
～
20
05
年
イ
ラ
ク
国
際
戦
犯
法
廷
京
都
、
東
京
20
03
～
20
06
年
イ
ラ
ク
世
界
法
廷
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
カ
イ
ロ
、
ム
ン
バ
イ
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
な
ど
20
07
年
原
爆
投
下
を
裁
く
民
衆
法
廷
広
島
20
12
年
原
発
を
問
う
民
衆
法
廷
東
京
、
大
阪
、
札
幌
、
郡
山
、
福
島
、
四
日
市
、
広
島
、
熊
本
な
ど
備
考
：
前
田
朗
「
民
衆
法
廷
を
継
承
す
る
精
神
―
原
発
民
衆
法
廷
の
経
験
を
手
掛
か
り
に
―
」（
『
歴
史
評
論
』
82
3
号
、
20
18
年
）
の
記
述
を
参
考
に
吉
村
作
成
。
　
　
　
な
お
、
史
料
の
保
存
状
況
に
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
容
を
解
明
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
同
論
文
内
で
指
摘
し
て
い
る
。
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第
二
に
、
国
民
法
廷
に
お
け
る
判
断
基
準
が
国
民
的
合
意
に
お
か
れ
た
以
上
、
国
民
法
廷
の
取
り
組
み
が
、
国
家
補
償
︵
戦
争
補
償
︶
に
対
す
る
国
民
的
合
意
の
再
形
成
を
要
求
し
た
点
で
あ
る
。
国
民
法
廷
に
は
民
衆
法
廷
で
は
つ
く
ら
れ
た
法
廷
憲
章
が
存
在
せ
ず
、
基
本
懇
が
国
民
的
合
意
を
得
ら
れ
る
と
判
断
し
た
﹁
受
忍
論
﹂
に
対
し
、
国
民
法
廷
を
通
し
て
国
家
補
償
の
必
要
性
を
問
う
こ
と
で
、
被
爆
体
験
の
有
無
を
問
わ
ず
原
爆
被
害
を
受
忍
す
る
こ
と
が
当
然
か
否
か
を
、
一
般
の
国
民
の
価
値
観
に
よ
っ
て
考
え
て
も
ら
う
意
図
が
存
在
し
た
。
　
い
い
か
え
れ
ば
、
国
民
法
廷
は
基
本
懇
が
﹁
受
忍
論
﹂
に
お
い
て
主
張
す
る
国
民
的
合
意
が
本
来
、
ど
ち
ら
に
あ
る
か
を
世
論
に
訴
え
、
被
爆
者
側
に
引
き
寄
せ
る
運
動
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
被
爆
者
や
そ
の
関
係
者
が
主
体
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
た
被
爆
者
運
動
に
お
い
て
、
日
本
被
団
協
が
世
論
に
訴
え
受
忍
論
を
覆
そ
う
と
の
見
解
を
も
っ
た
こ
と
は
、
以
前
に
は
な
い
新
た
な
運
動
の
特
質
と
言
え
る
。
お
わ
り
に
　
本
論
文
で
は
、
民
衆
法
廷
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
国
民
法
廷
並
び
に
被
爆
者
運
動
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
。
民
衆
法
廷
は
国
際
法
上
の
人
道
概
念
な
ど
を
論
拠
と
し
て
模
擬
裁
判
を
展
開
し
え
た
。
し
か
し
、
国
民
法
廷
は
、
基
本
懇
が
国
民
的
合
意
の
も
と
に
﹁
受
忍
論
﹂
を
主
張
し
た
こ
と
に
対
抗
し
て
お
こ
な
わ
れ
、
国
民
的
合
意
を
く
つ
が
え
す
こ
と
が
め
ざ
さ
れ
た
。
民
間
人
に
対
す
る
戦
争
被
害
の
責
任
を
法
制
度
上
の
問
題
と
し
な
い
政
府
に
対
し
て
訴
え
か
け
て
い
く
、
日
本
被
団
協
の
運
動
の
本
質
的
な
難
し
さ
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
　
そ
の
本
質
的
な
難
し
さ
を
乗
り
こ
え
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
日
本
被
団
協
は
一
九
八
五
年
に
独
自
の
大
規
模
な
調
査
で
あ
る
原
爆
被
害
者
調
査
を
行
っ
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。
　
最
後
に
な
る
が
、
こ
の
度
﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂
の
利
用
を
ご
快
諾
く
だ
さ
っ
た
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
記
憶
遺
産
を
継
承
す
る
会
、
並
び
に
、
研
究
過
程
に
お
い
て
様
々
な
ご
助
言
を
賜
っ
た
栗
原
淑
江
氏
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
注一　
 
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会 
日
本
被
団
協
史
編
集
委
員
会
﹃
ふ
た
た
び
被
爆
者
を
つ
く
る
な
︵
本
巻
︶
―
日
本
被
団
協
50
年
史
﹄︵
あ
け
び
書
房
、
二
〇
〇
九
年
︶。
二　
 
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会 
日
本
被
団
協
史
編
集
委
員
会
﹃
ふ
た
た
び
被
爆
者
を
つ
く
る
な
︵
別
巻
︶
―
日
本
被
団
協
50
年
史
﹄︵
あ
け
び
書
房
、
二
〇
〇
九
年
︶
一
二
三
－
一
二
四
頁
。
三　
同
右
、
一
二
五
頁
。
四　
前
掲
﹃
ふ
た
た
び
被
爆
者
を
つ
く
る
な
︵
本
巻
︶
―
日
本
被
団
協
50
年
史
﹄。
五　
 
前
田
朗
﹁
民
衆
法
廷
を
継
承
す
る
精
神
―
原
発
民
衆
法
廷
の
経
験
を
手
掛
か
り
に
―
﹂︵﹃
歴
史
評
論
﹄
八
二
三
号
、
二
〇
一
八
年
︶。
六　
 
藤
本
博
﹁
ラ
ッ
セ
ル
法
廷
と
国
際
反
戦
運
動
の
胎
動
―
﹁
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
戦
争
犯
罪
調
査
日
本
委
員
会
﹂
と
民
族
的
抵
抗
へ
の
共
感
を
中
心
に
―
﹂
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︵﹃
歴
史
評
論
﹄
八
二
三
号
、
二
〇
一
八
年
︶。
七　
 
前
掲　
﹁
民
衆
法
廷
を
継
承
す
る
精
神
―
原
発
民
衆
法
廷
の
経
験
を
手
掛
か
り
に
―
﹂
四
五
頁
。
八　
 
前
掲
﹃
ふ
た
た
び
被
爆
者
を
つ
く
る
な
︵
本
巻
︶
―
日
本
被
団
協
50
年
史
﹄
一
八
九
頁
。
九　
 
中
野
聡
﹁
ラ
ッ
セ
ル
法
廷
か
ら
半
世
紀
―
世
界
は
正
義
と
い
か
に
向
か
い
合
っ
て
き
た
か
―
﹂︵﹃
歴
史
評
論
﹄
八
二
三
号
、
二
〇
一
八
年
︶、
一
〇
頁
。
一
〇　
同
右
。
一
一　
 
前
掲　
﹁
民
衆
法
廷
を
継
承
す
る
精
神
―
原
発
民
衆
法
廷
の
経
験
を
手
掛
か
り
に
―
﹂
四
二
頁
。
一
二　
 
芝
健
介
﹁
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
と
ラ
ッ
セ
ル
法
廷
﹂︵﹃
歴
史
評
論
﹄
八
二
三
号
、
二
〇
一
八
年
︶
五
八
頁
。
一
三　
 ﹁︻
開
示
文
書
③
︼
原
爆
被
爆
者
対
策
基
本
問
題
懇
談
会　
開
催
要
綱
﹂
︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂116-12
︶。
一
四　
同
右
。
一
五　
 ﹁︻
開
示
文
書
④
︼
原
爆
被
爆
者
対
策
基
本
問
題
懇
談
会　
議
事
次
第
﹂
︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂116-13
︶。
一
六　
 ﹁︻
開
示
文
書
①
︼
原
爆
被
爆
者
対
策
の
基
本
理
念
及
び
基
本
的
在
り
方
に
つ
い
て
﹂︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂116-10
︶。
一
七　
同
右
。
一
八　
同
右
、
二
頁
。
一
九　
同
右
、
五
頁
。
二
〇　
同
右
、
二
頁
。
二
一　
 ﹁
死
ん
だ
人
が
犬
死
に
に
な
る　
被
爆
者
は
答
申
を
認
め
な
い
！
全
国
で
怒
り
の
総
決
起
﹂︵﹃
被
団
協
﹄
第
二
五
号
、
一
九
八
一
年
一
月
六
日
発
行
︶。
二
二　
同
右
。
二
三　
 
前
掲
﹁︻
開
示
文
章
①
︼
原
爆
被
爆
者
対
策
の
基
本
理
念
及
び
基
本
的
在
り
方
に
つ
い
て
﹂
二
頁
。
二
四　
同
右
、
五
頁
。
二
五　
同
右
、
六
頁
。
二
六　
同
右
。
二
七　
同
右
。
二
八　
同
右
。
二
九　
 
前
掲
﹁
死
ん
だ
人
が
犬
死
に
に
な
る　
被
爆
者
は
答
申
を
認
め
な
い
！
全
国
で
怒
り
の
総
決
起
﹂。
三
〇　
同
右
。
三
一　
 
前
掲
﹃
ふ
た
た
び
被
爆
者
を
つ
く
る
な
︵
本
巻
︶
―
日
本
被
団
協
50
年
史
﹄
一
八
九
頁
。
三
二　
同
右
、
一
九
三
頁
。
三
三　
 ﹃
構
成
劇　
被
爆
者
援
護
法
の
制
定
を
要
求
す
る
国
民
法
廷 
国
民
法
廷
運
動
の
手
引
き
﹄︵
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
、
一
九
八
一
年
︶
︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-18
︶
一
頁
。
三
四　
同
右
。
三
五　
同
右
。
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三
六　
同
右
。
三
七　
同
右
、
一
－
二
頁
三
八　
同
右
、
一
二
頁
。
三
九　
同
右
。
四
〇　
同
右
。
四
一　
同
右
、
二
頁
。
四
二　
同
右
。
四
三　
 ﹃
構
成
劇　
被
爆
者
援
護
法
の
制
定
を
要
求
す
る
国
民
法
廷
﹄︵
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
、
一
九
八
一
年
︶︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-16
︶。
四
四　
同
右
、
四
四
－
四
六
頁
。
四
五　
﹁
審
判
文
﹂︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-17
︶。
四
六　
 
前
掲
﹃
ふ
た
た
び
被
爆
者
を
つ
く
る
な
︵
別
巻
︶
―
日
本
被
団
協
50
年
史
﹄
一
二
五
頁
。
四
七　
 ﹁
原
爆
を
裁
く
国
民
法
廷
﹂
長
崎
法
廷
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂︵﹁
長
崎
国
民
法
廷
=
感
想
文
集
︵
原
稿
︶﹂、﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-01-09
︶
に
お
け
る
公
務
員
︵
女
性
、
29
歳
︶
の
回
答
。
四
八　
 ﹁
原
爆
を
裁
く
国
民
法
廷
﹂
長
崎
法
廷
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂︵﹁
長
崎
国
民
法
廷
=
感
想
文
集
︵
原
稿
︶﹂、﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-01-09
︶
に
お
け
る
市
議
会
議
員
︵
男
性
、
45
歳
︶
の
回
答
。
四
九　
 ﹁
原
爆
を
裁
く
国
民
法
廷
﹂
長
崎
法
廷
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂︵﹁
長
崎
国
民
法
廷
=
感
想
文
集
︵
原
稿
︶﹂、﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-01-09
︶
に
お
け
る
保
健
婦
︵
女
性
、
23
歳
︶
の
回
答
。
五
〇　
 ﹁
原
爆
を
裁
く
国
民
法
廷
﹂
長
崎
法
廷
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂︵﹁
長
崎
国
民
法
廷
=
感
想
文
集
︵
原
稿
︶﹂、﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-01-09
︶
に
お
け
る
学
生
︵
女
性
、
22
歳
︶
の
回
答
。 
五
一　
 ﹁
原
爆
を
裁
く
国
民
法
廷
﹂
長
崎
法
廷
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂︵﹁
長
崎
国
民
法
廷
=
感
想
文
集
︵
原
稿
︶﹂、﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-01-09
︶
に
お
け
る
教
師
︵
男
性
、
28
歳
︶
の
回
答
。
五
二　
 ﹁
一
橋
法
廷
配
布
資
料
⑤
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
﹂︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
026-05-043
︶。
五
三　
同
右
。
五
四　
同
右
。
五
五　
同
右
。
五
六　
同
右
。
五
七　
 
一
橋
法
廷
﹁
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-05-049
︶
に
お
け
る
学
生
︵
女
性
、
18
歳
︶
の
回
答
。
五
八　
 ﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-29
︶。
五
九　
同
右
。
六
〇　
同
右
。
六
一　
同
右
。
六
二　
 ﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂
埼
玉
県
︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-31
︶。
六
三　
 ﹁
被
爆
体
験
を
語
り
受
け
継
ぎ
核
戦
争
犠
牲
の
﹁
受
忍
﹂
政
策
を
変
え
― 80 ―
る
力
に
︽
資
料
︾﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
の
記
録
﹂︵
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
、
一
九
八
二
年
︶
四
頁
に
お
け
る
﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂　
長
崎
県
︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-
02-30
︶。
六
四　
 
同
右
、
一
七
頁
。﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂　
東
京
都
︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-30
︶。
六
五　
 
同
右
、
一
一
頁
。︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-30
︶﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂　
新
潟
県
。
六
六　
 
同
右
、
二
七
頁
。︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-30
︶﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂　
東
京
都
。
六
七　
 
同
右
、
二
八
頁
。︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-30
︶﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂　
東
京
都
。
六
八　
 
同
右
、
一
八
頁
。︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-30
︶﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂　
東
京
都
。
六
九　
 
同
右
、
五
頁
。︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-30
︶﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂　
東
京
都
。
七
〇　
 
同
右
、
一
七
頁
。︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-30
︶﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂　
東
京
都
。
七
一　
 
同
右
、
一
八
頁
。︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-30
︶﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂　
東
京
都
。
七
二　
 
同
右
、
二
一
頁
。︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-30
︶﹁
国
連
軍
縮
総
会
報
告
と
原
爆
を
裁
く
弘
前
法
廷　
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
﹂。
七
三　
 ﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂　
宮
城
県
︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-31
︶。
七
四　
同
右
。
七
五　
 
前
掲
﹁︽
資
料
︾﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
の
記
録
﹂
三
〇
頁
。︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-30
︶﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂　
石
川
県
。
七
六　
 ﹁
原
爆
を
裁
く
国
民
法
廷
﹂
長
崎
法
廷
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂︵﹁
長
崎
国
民
法
廷
=
感
想
文
集
︵
原
稿
︶﹂、﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-01-09
︶
に
お
け
る
教
師
︵
男
性
、
38
歳
︶
の
回
答
。 
七
七　
 
前
掲
﹁︽
資
料
︾﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
の
記
録
﹂
一
〇
頁
。︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-30
︶﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂　
山
梨
県
。
七
八　
 
同
右
、
一
七
頁
。︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-30
︶﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂　
東
京
都
。
七
九　
 ﹃
構
成
劇　
被
爆
者
援
護
法
の
制
定
を
要
求
す
る
国
民
法
廷 
国
民
法
廷
運
動
の
手
引
き
﹄︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-18
︶
二
頁
。
八
〇　
 
前
掲
﹁︽
資
料
︾﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
の
記
録
﹂
二
七
頁
。︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-30
︶﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹄　
東
京
都
。
八
一　
 
同
右
、
二
頁
。︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-30
︶﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂　
神
奈
川
県
。
八
二　
 
同
右
、
四
頁
。︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-30
︶﹁
国
民
法
廷
﹂
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運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂　
長
崎
県
。
八
三　
 
同
右
、
三
〇
頁
。︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-30
︶﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂　
石
川
県
。
八
四　
 
同
右
、
一
七
頁
。︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-30
︶﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂　
東
京
都
。
八
五　
 
同
右
、
一
一
頁
。︵﹁
被
団
協
関
連
文
書
﹂026-02-30
︶﹁
国
民
法
廷
﹂
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂　
新
潟
県
。
八
六　
 
前
掲
﹁
民
衆
法
廷
を
継
承
す
る
精
神
―
原
発
民
衆
法
廷
の
経
験
を
手
掛
か
り
に
―
﹂
四
三
頁
。
八
七　
同
右
。
八
八　
同
右
。
八
九　
 
前
掲
﹁
民
衆
法
廷
を
継
承
す
る
精
神
―
原
発
民
衆
法
廷
の
経
験
を
手
掛
か
り
に
―
﹂。
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